
　
今
回
の
窓
口
日
記

は
東
部
支
所
よ
り
お

届
け
し
ま
す
。
東
部

支
所
は
福
山
市
西
部

の
山
手
町
に
あ
り
ま
す
。

水
色
の
三
階
建
て
の

建
物
で
、
芦
田
川
の

右
岸
土
手
す
ぐ
そ
ば
。

土
手
を
走
行
さ
れ
る
時
、
ち

ょ
っ
と
気
に
掛
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
受
付
窓
口
に
は
、

毎
日
、
検
体
持
込
の
方
や
ご

相
談
の
方
な
ど
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　
今
日
も
、
お
客
様
が
大
き

な
ポ
リ
容
器
を
抱
え
て
「
名
水
」

を
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。「
こ

の
水
は
何
時
間
も
か
け
て
汲

ん
で
い
る
お
い
し
く
て
体
に

い
い
水
だ
け
ど
、
飲
め
る
か

ど
う
か
念
の
た
め
調
べ
て
ほ

し
い
！
」
と
の
ご
依
頼
。
こ

の
よ
う
な
時
に
は
「
水
道
法

の
水
質
基
準
項
目
」、
も
し
く

は
「
広
島
県
に
よ
る
飲
用
井

戸
対
策
」
を
も
と
に
し
て
、

検
査
項
目
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

　
こ
の
と
き
、
持
ち
込
ま
れ

た
こ
の
ポ
リ
容
器
を
よ
く
見

る
と
、
入
れ
物
の
口
の
部
分

だ
け
で
な
く
中
に
も
黒
い
汚

れ
が
多
数
見
ら
れ
、
お
世
辞

に
も
き
れ
い
と
言
え
な
い
状
態
。

良
い
水
質
の
水
を
こ
ん
な
容

器
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
て
も
、

管
理
の
仕
方
に
よ
っ
て
全
く

飲
め
な
い
水
に
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
き
れ
い
に
洗
浄

し
た
容
器
で
採
水
、
運
搬
さ

れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

水
を
取
ら
れ
た
後
も
可
能
で

あ
れ
は
冷
蔵
・
冷
暗
所
で
保

管
し
、「
長
期
間
の
保
存
は
極

力
控
え
ら
れ
た
方
が
い
い
で

す
よ
」
と
お
話
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
気
中
に
も
多
く

の
菌
が
浮
遊
し
て
い
ま
す
の
で
、

容
器
の
蓋
を
開
け
た
ま
ま
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
水
は
美
味
し
く
、
大
丈
夫
！

と
過
信
さ
れ
る
こ
と
は
大
変

危
険
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
大
切
な
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
名
水
を
作
り
出
し

て
い
る
の
は
豊
か
な
自
然
か

ら
の
恩
恵
で
あ
る
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
自
然
を
壊
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
日
常
の

生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ご
家

庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
井
戸

水
の
検
査
も
で
き
ま
す
し
、

結
果
に
つ
い
て
の
助
言
も
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
東
部
支
所
　
香
川
典
子
）

　
心
臓
は
、
毎
日
約
十
万
回
の
拍

動
を
繰
り
返
す
筋
肉
の
ポ
ン
プ
で

す
。
心
臓
を
養
っ
て
い
る
冠
動
脈

が
詰
ま
る
と
、
筋
肉
に
血
液
が
届

か
な
く
な
り
、
心
筋
梗
塞
に
な
り

ま
す
。
致
死
率
の
高
い
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
が
、
現
在
で
は
医
療
技

術
の
進
歩
に
よ
り
、
詰
ま
っ
た
部

分
を
早
期
に
広
げ
る
こ
と
で
救
命

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
心
筋
梗
塞
の
症
状
は
、
突
然
の

激
し
い
胸
痛
で
す
が
、
肩
や
背
中

の
痛
み
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
発

症
は
一
日
の
中
で
は
午
前
八
時
か

ら
十
時
の
間
に
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
一
年
の
う
ち
冬
に

起
こ
り
や
す
く
夏
に
起
こ
り
に
く

い
と
い
う
季
節
変
化
も
あ
り
ま
す
。

冬
の
早
朝
の
外
出
と
い
っ
た
急
激

な
温
度
変
化
に
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。
最
近
で
は
広
島
県
医
師

会
が
、
そ
の
日
の
天
気
予
報
を
も

と
に
心
筋
梗
塞
の
危
険
度
を
三
段
階

で
表
示
し
た
心
筋
梗
塞
予
報
を
新
聞

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
上
）
な
ど
に

発
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
心
筋
梗
塞
の
危
険
因
子
と
し
て

は
喫
煙
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
重
複
す
る
こ

と
で
危
険
度
が
飛
躍
的
に
高
く
な

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い

現
代
社
会
の
中
で

は
個
人
の
性
格
や

精
神
状
態
も
心
筋

梗
塞
発
症
の
危
険

因
子
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

性
格
的
に
は
タ
イ

プ
Ａ
と
よ
ば
れ
る
、

せ
っ
か
ち
で
常
に

多
く
の
仕
事
を
こ

な
し
て
い
る
よ
う

な
人
は
、
ス
ト
レ

ス
を
自
覚
せ
ず
無

理
を
重
ね
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
た

人
の
中
に
は
う
つ
症
状
を
持
つ
人

が
多
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

う
つ
状
態
で
は
、
す
べ
て
の
ス
ト

レ
ス
が
何
倍
に
も
増
幅
し
て
感
じ

ら
れ
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、

過
剰
な
ス
ト
レ
ス
は
交
感
神
経
の

過
緊
張
状
態
や
内
分
泌
ホ
ル
モ
ン

の
バ
ラ
ン
ス
を
乱
す
こ
と
で
、
心

筋
梗
塞
を
誘
発
す
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

　
自
分
の
性
格
を
客
観
的
に
把
握

し
、
う
つ
症
状
に
対
す
る
精
神
的

ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
、
予

防
の
た
め
に
は
重
要
で
す
。

（
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
副
所
長
　

武
生
英
一
郎
）

　
各
大
会
な
ど
で
表
彰
さ
れ
た

団
体
及
び
個
人
は
、
次
の
と
お
り
。

■
広
島
県
知
事
表
彰

（
１
）
公
衆
衛
生
地
区
組
織
活
動

功
労
【
団
体
】
別
所
町
内
会
（
尾

道
市
）

（
２
）
公
衆
衛
生
地
区
組
織
活
動

功
労
【
個
人
】
中
川
佐
智
子
（
広

島
市
）
石
﨑
哲
哉
（
広
島
市
）

吉
岡
恭
子
（
広
島
市
）
竹
本
昌

之
（
広
島
市
）
俵
郷
司
（
府
中
町
）

南
田
静
子
（
熊
野
町
）
大
垣
裕
（
尾

道
市
）
小
林
誠
八
（
福
山
市
）

塩
見
博
（
呉
市
）

（
３
）
健
康
増
進
栄
養
関
係
功
労

【
団
体
】
呉
市
健
康
運
動
推
進
協

議
会
連
合
会

（
４
）
健
康
増
進
栄
養
関
係
功
労

【
個
人
】
谷
本
佳
子
（
大
崎
上
島

町
）

（
５
）
母
子
保
健
活
動
功
労
【
個

人
】
川
本
功
一
（
広
島
市
）
藤

井
和
夫
（
広
島
市
）

（
６
）
歯
科
保
健
活
動
功
労
【
個

人
】
八
島
敏
彦
（
広
島
市
）
田

中
治
邦
（
海
田
町
）

■
広
島
県
医
師
会
長
表
彰

保
健
衛
生
活
動
優
良
地
区
　
百

島
町
本
村
区
（
尾
道
市
）

■
広
島
県
環
境
保
健
協
会
表
彰

（
１
）
地
区
衛
生
組
織
活
動
功
労

者
　
石
橋
義
一
（
府
中
町
）
西

川
益
美
（
海
田
町
）
三
木
重
子
（
熊

野
町
）
伊
勢
本
学
（
竹
原
市
）

沖
昭
昌
（
大
竹
市
）
奥
野
五
朗
（
廿

日
市
市
）
泉
ヤ
エ
子
（
北
広
島
町
）

吉
田
義
夫
（
安
芸
高
田
市
）
竹

信
孝
一
（
東
広
島
市
）
黒
木
洋
（
世

羅
町
）
坂
根
二
郎
（
尾
道
市
）

花
咲
博
文
（
尾
道
市
）
荒
木
常

夫
（
福
山
市
）
井
上
工
（
福
山
市
）

徳
毛
憲
太
郎
（
福
山
市
）
廣
川

昭
慶
（
福
山
市
）
門
田
實
（
府

中
市
）
岡
崎
羊
子
（
三
次
市
）

曽
利
田
弘
之
（
三
次
市
）
城
健

康
（
呉
市
）
神
田
晃
典
（
呉
市
）

（
２
）
地
区
衛
生
組
織
活
動
優
良

団
体
　
宮
原
６
丁
目
自
治
会
（
呉

市
）
晴
海
町
自
治
会
（
呉
市
）

（
３
）
環
境
と
健
康
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
大
賞
　
東
広
島
市
公
衆
衛

生
推
進
協
議
会
　
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
'93
（
尾
道
市
）

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
【
個
人
】

吉
田
幸
枝
（
庄
原
市
）

■
財
団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協

会
会
長
表
彰

公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
【
個
人
】

草
原
昭
喜
（
福
山
市
）
池
田
幸

作
（
福
山
市
）
亀
井
英
男
（
竹

原
市
）

■
社
団
法
人
全
国
地
区
衛
生
組

織
連
合
会
会
長
表
彰

（
１
）
地
区
衛
生
組
織
活
動
功
労

者
【
個
人
】
佐
々
木
勉
吉
（
東

広
島
市
）

（
２
）
地
区
衛
生
組
織
活
動
功
労

者
【
団
体
】
平
原
町
自
治
会
（
呉

市
）
曙
自
治
会
（
呉
市
）
太
田

町
内
会
（
尾
道
市
）

■
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
地
区
組

織
会
議
表
彰

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
地
区
組
織

活
動
功
労
者
【
団
体
】　
三
原
市

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

■
財
団
法
人
予
防
医
学
事
業
中

央
会
表
彰

予
防
医
学
事
業
中
央
会
奨
励
賞

　
笠
毛
郁
江
（
環
保
協
健
康
科

学
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
課
長
）

　
当
会
の
前
身
・
県
衛
連
の
頃

よ
り
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
活
躍
。

指
導
部
門
を
強
化
す
べ
く
新
設

し
た
健
康
増
進
課
で
、
食
推
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
企
画
・

実
施
。
栄
養
指
導
の
み
な
ら
ず
、

人
間
ド
ッ
ク
の
指
導
教
材
な
ど

の
企
画
制
作
の
中
心
的
役
割
を

果
た
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
を

受
け
た
。


